
道
し

る
べ
写

真

館

人
は
生
ま
れ
も
っ
た
才
能
を
高
め
る

た
め
︑
さ
ら
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
︒
失
敗
し
て
も
人
の
せ
い
に
せ

ず
︑
自
分
に
悪
い
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た

か
反
省
し
な
さ
い
︒
他
人
が
見
て
い
て

も
見
て
い
な
く
て
も
︑
同
じ
態
度
で
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

四国中央市と西条市をつなぐ

近藤篤山先生

伊
予
八
藩
の
一
つ
小
松
藩
は
︑
寛
永
14

年(

１
６
３
７)

西
条
藩
祖 

一
柳
直
盛
が
︑

江
戸
か
ら
赴
任
す
る
途
中
病
死
し
た
た

め
︑
そ
の
領
地
を
三
人
の
息
子
で
分
け
︑

三
男
一
柳
直
頼
が
初
代
藩
主
と
な
り
立

藩
し
ま
し
た
︒
住
宅
街
に
ひ
っ
そ
り
と
残

る
陣
屋
跡
の
石
碑
や
︑
佛
心
寺
・
明
勝
寺

な
ど
周
辺
の
寺
院
に
移
築
さ
れ
て
い
る

門
や
太
鼓
櫓
を
探
し
て
︑
藩
政
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

○住 西条市小松町新屋敷甲3096-27

一柳家と小松藩陣屋跡

文化3年(1806)から篤山が40年過ごした屋敷。現存する

西条市内唯一の公開武家屋敷。表門は江戸時代後期の

ものとされ、県指定の文化財。屋敷へ入ると取次・座敷・

茶の間…と趣ある空間。篤山像が書物を読む姿に惹かれ

て書斎に目を向けると、まっすぐ誠実に生きた篤山の息づ

かいが伝わってきます。

小松藩校跡。享和3年(1803)から

篤山は儒官として、この場所で藩

士やその子弟に朱子学を基とした

学問を指導し、さらには役人や庄

屋を通じて人の道を説いて、領内

の人 を々教育で支えました。

○住  西条市小松町新屋敷甲3069

問 小松温芳図書館

℡ 0898-72-5634

○営  9:30～16:00

○休  火・水曜日/年末年始

◯￥  大人¥200/小人¥100

○住 西条市小松町新屋敷甲3062-１

○住  西条市小松町新屋敷甲3007-1

℡ 0898-72-5634

○営  9:00～19:00

○休  水曜日/毎月末日

    年末年始/年度末7日間

四
国
霊
場
で
お
遍
路
さ
ん

(

巡
礼
者)

が
歩
く
遍
路
道

や
︑こ
ん
ぴ
ら
さ
ん(

金
刀
比

羅
宮)

参
り
で
賑
わ
っ
た
金

毘
羅
街
道
︒
そ
の
界
隈
に
あ

る
︑
旅
人
の
進
む
べ
き
道
を

照
ら
す
︑
道
し
る
べ
︒
目
的
地

と
の
距
離
や
方
向
を
示
す

優
し
い
手
は
︑
ぷ
っ
く
り
可

愛
か
っ
た
り
︑
堂
々
と
し
て
い

た
り
︑
控
え
め
だ
っ
た
り
と

表
情
豊
か
︒
遥
か
昔
に
想
い

を

馳
せ
て
探
し
て
み
て
︒

さ
ぁ
︑
魅
惑
の
旧
街
道
の
世

界
へ
︒

篤
山先生活躍の地

東予歴史文化資源活用市町連携協議会

構成団体 ： 愛媛県、今治市、新居浜市、西条市、四国中央市、上島町
発 行

愛媛県東予地方局地域政策課内 事務局  

〒793-0042 愛媛県西条市喜多川796-1　℡ 0897-56-0710
お 問 合 せ 先

企画制作　SaijoGallery 株式会社　德永 有加　藤田 惠

掲載内容は、令和元年(2019)8月３０日現在の情報です。

ア ク セ ス

ＪＲ伊予小松駅周辺ＭＡＰ

へんろ道

大峯寺
（横峰寺）

香園寺　宝寿寺

横峰寺

宝寿寺

こうおんじ
（香園寺）

宝寿寺　吉祥寺

吉祥寺

こんぴら道

香園寺

香園寺

大峯寺
（横峰寺）

住吉神社 浦山
（土居神社）

千枚通本坊

はし久ら寺
（箸蔵寺）

こんぴら大門

土居神社  伊豫鉱山
乳母御前神社

一之宮道

清楽寺

菊間

川之江

近藤篤山　明和３年(１７６６)～弘化３年(１８４６)

伊予国宇摩郡小林村(現 愛媛県四国中央市土居町小林) 出身

江戸時代後期の儒学者　小松藩儒官

「伊予聖人」「徳行天下第一の人」と称えられる

農業のかたわら薪や炭の商いを行う裕福

な家庭に生まれましたが、10歳の頃、天災

で一家は無一文になり、苦しい生活を送

ります。そんな中でも両親は「子供達に学

問を」と必死に働きました。篤山は大坂に

ある尾藤二洲の塾や、江戸幕府の学問所

「昌平黌」で貧しさに耐えながら勉学に励

みます。恩返しをするために32歳で帰郷

し、恩師 尾藤二洲のふるさと川之江に塾

を開きます。評判を聞いた小松藩7代藩主

一柳頼親が、小松藩の先生として招き、以

降40年に渡り教育に力を尽くしました。そ

の精神は、現在も西条市小松町と四国中

央市土居町の学校教育に受け継がれて

います。

目的地は無人駅、予讃線各駅停車でのんびり行こ～

生い立ち

 約１時間40分                                             約40分              
                                   約２時間JR松山駅 JR伊予小松駅 JR伊予土居駅 JR高松駅

愛媛県

三
戒
の
教
え

『
立
志
・
求
己
・
慎
独
』

どんな教え？

愛媛県東予地域

伊予小松 伊予土居

@toyorekisibunka_

東予歴史文化

東予歴史文化

資源活用市町

連携協議会

昭和12年(1937)創設の図

書館。篤山と篤山長男の書

斎名から「温芳」という名

に。2階には展示室を備えた

郷土資料室があり、貴重な

小松藩資料を間近で見るこ

とができます。

「女子教育発祥之地」

の 石 碑 。安 政 5 年

(1858)丹美園が

篤山の教えを理念

とし、女性のための

寺子屋を開きました。

しょうへいこう

じしゅう

マップ
駅周辺歴史

とくざん

おんぽう

み え

えひめの東で

江戸時代の儒学者 近藤篤山先生ルーツのまちめぐり。

　　　　　　　　　　シリーズ MAP編！

こんぴら大門

196

JR伊予小松駅予讃線

本善寺

ここてらす 大頭屋酒店

小松公民館
佛心寺

三嶋神社

小松橋

子安橋

旧金毘羅街道

高井米穀店

宝寿寺

まちでこ

マルブン

香園寺

11

愛媛県立
小松高等学校

明勝寺

西条市
小松総合支所

西条市立
小松小学校

P

P

P

小松温芳図書館
郷土資料室

近藤篤山旧邸

養正館跡

P ６分

８分 P ９分

今治市

新居浜市 四国中央市西条市

上島町

高松

松山

愛媛県

アウトドアオアシス石鎚

御霊屋門

太鼓櫓

★

★

★

★
★

★

★

P

唐草門

清楽寺

小松藩陣屋跡



本殿を囲むように句碑・歌碑が建てられ、歌が境内に溶

け込む神社。小林一茶がこの地で詠んだ句も。「入野の

原顕彰運動」で承認された古歌5種が奉納され、今も、

当時の情熱が受け継がれる俳諧の里の聖地です。

かつて入野村庄屋山中家があった場所に建てら

れた郷土資料館。１０代目当主で俳人であった山

中時風が名付けた住居号「暁雨館」を受け継ぎ、

俳諧の里の歴史を伝えています。近藤篤山や安藤

正楽など郷土の先人や、赤石山系の珍しい岩石・

鉱物が紹介され、学びを深めることができます。

江
戸
時
代
中
期
︑
入
野
村
庄
屋
で
俳
人

の
山
中
家
九
代
目
当
主
・
山
中
閑
卜
と

息
子
・
時
風
は
︑
万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
る

歌
枕
の
地
﹁
入
野
﹂
が
︑
伊
予
国
宇
摩
郡

入
野
村
で
あ
る
と
世
に
示
そ
う
と
﹁
入

野
の
原
顕
彰
運
動
﹂
を
起
こ
し
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
山
中
家
に
﹁
入
野
﹂
を
詠
ん
だ
歌
や
句
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
︑
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
完
成
し
た
の
が
﹁
山
中
家
折
本
入
野
の

巻
﹂︵
暁
雨
館
所
蔵
︶
で
す
︒
寛
政
７
年(

１
７
９
５)

︑
山
中
家
を
訪

れ
た
小
林
一
茶
の
句
な
ど
２
５
０
点
以
上
の
作
品
が
折
本
２
帖
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
︒２
０
０
年
以
上
の
時
を
経
て
続
く
文
化
と
山

中
家
の
情
熱
に
触
れ
︑
入
野
で
一
句
い
か
が
で
す
か
︒

   

梅
が
香
を 

は
る
ば
る
尋
ね 

入
野
か
な   
一
茶

○住 四国中央市土居町入野993-5 

℡ 0896-74-3367

○営 8:30～17:30

○休 年始

大正時代、入野村庄屋の山中家らと共に清酒

「誓乃松」をつくっていたことがはじまり。現在は、酒

造りの技術で米醗酵調味料「酒みりん」「料理ざけ」

を製造。雫型の鏡張りが目を惹くレトロなお店でい

ただく「生甘酒」は腸も喜ぶ美味しさ。誓松の写真

や、誓の文字が刻まれた瓦も見どころ！

○住 四国中央市土居町入野856-1

℡ 0896-74-2037

○営 8:00～17:00

○休 第2・3・4土曜日/日曜日/祝祭日

○住  国中央市土居町土居17-1

℡ 0896-74-3111

○営 9:00～19:00

○休 不定休

○住 四国中央市土居町土居895

○住 四国中央市土居町入野983-2

○住 四国中央市土居町入野196○住 四国中央市土居町入野174-9

○住 四国中央市土居町小林1206

○住 四国中央市土居町入野178-1

℡ 0896-28-6325

○営 9:00～17:00 

○休 月曜日/祝翌日/年末年始

◯￥ 入館無料

弘法大師伝説のひとつ。四国別格二十

霊場 第12番札所 千枚通本坊「延命

寺」にある「誓松」は、弘法大師お手植

えと伝わる松の大木。昭和43年(1968)

に寿命を迎え、現在は太い幹が大切に

お祀りされています。

千枚通本坊の由来「千枚通し霊符」は、弘法

大師が誓松の下で苦しむ人を救ったとされる

お札。一枚を水に浮かべて飲み全快したと伝

わっています。病気平癒・安産のご利益があ

り、今でも大師堂で授かることができます。

明和3年(1766)の誕生から10歳ま

で過ごした場所。篤山原点の地。現

在は石碑と案内板のみとなっていま

すが、地域の人々が当時の面影を守

り伝えています。

小富士出身三先哲の歌碑。篤山が

77歳で詠んだ歌『待ち惜しむ 思ひ

もさらに 夏木立 花なきかげぞ のど

けかりける』が刻まれています。晩

年になっても故郷に対する感謝の

気持ちを忘れなかった篤山の人柄

がうかがえます。

明治初期、「田邉屋」という屋号で醤油製造、呉服、薬種、雑貨商、質屋を営んでい

た山内家。明治30年(1897)に建てられた蔵の外壁には、今にも飛び出してきそうな

「金の玉を掴んだ飛龍」の見事な鏝絵が施されています。旧街道から鑑賞を愉しん

で。敷地内に残る大正15年(1926)建築の離れと共に国登録有形文化財に指定さ

れています。※離れは非公開

美しい庭園の中央でひときわ存

在感を放つ「赤石五葉松（ヒメ

コマツ）」は推定樹齢３００年以

上。東赤石山山頂付近に自生

し、盆栽として国内外で人気が

高い土居町の特産品です。

美しい庭園の中央でひときわ存

在感を放つ「赤石五葉松（ヒメ

コマツ）」は推定樹齢３００年以

上。東赤石山山頂付近に自生

し、盆栽として国内外で人気が

高い土居町の特産品です。

篤
山先 生のふるさとＪＲ伊予土居駅周辺ＭＡＰ

明治34年(1901)に撮影された写真。

誓松、地域の人々、自転車、人力車…賑

やかな様子がうかがえます。

愛媛県産「里芋」出荷量シェア40%以上。贈答品と

して人気の「つぐね芋」も年中取り扱う選果場。JAう

ま(うま農業協同組合)が開発した、まろやかでくせの

ない里芋焼酎「やまじごろし」や、味わい深いつぐね

芋焼酎「うま乃風」も販売しているので要チェック。

昭和5年(1930)創業の菓子工房。つぐね芋を贅沢に使った銘菓「つぐね

三笠」は、想像を超える食感にびっくり。ふっくらもっちり粘り気ある生地

に、生姜のアクセントが絶妙な白あん。数量限定で一枚一

枚丁寧に焼き上げる、優しい郷土愛がつまっ

た逸品です。

日
本
三
大
局
地
風
の
一
つ
﹁
や
ま
じ

風
﹂
︒
春
と
秋
に
法
皇
山
脈
か
ら
瀬

戸
内
海
に
吹
き
下
ろ
す
そ
の
暴
風

と
︑
肥
よ
く
な
土
壌
を
活
か
し
て
︑

土
居
町
で
は
江
戸
時
代
か
ら
﹁
里

芋
﹂
や
﹁
つ
ぐ
ね
芋(

山
の
芋)

﹂の
栽

培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒
そ

の
味
は
ね
っ
と
り
濃
厚
で
栄
養
満

点
︒
♡
型
の
葉
っ
ぱ
が
ズ
ラ
リ
と
並

ぶ
風
景
と
瀬
戸
内
海
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
で
︑
ほ
っ
こ
り
幸
せ
な
気
持
ち
に
︒

篤

山

先

生
の
時

代
か
ら

つ
づ
く
美

味
！

 お札のサイズは
4cm×1cm

楽
書
能 

 

一
句
拙
し 

   

山
ざ
く
ら

一
茶

○住 四国中央市土居町小林814

℡ 0896-28-6359

土居神社の外苑。苑内には花を詠んだ句碑・歌碑がいた

るところに。その昔、この辺りの地名「入野」が歌枕として

世に知られるようになり、多くの風流人が訪れたそう。現在

も梅や桜の名所として、和や

かな時間が流れています。

20分22分

「
俳
諧
の
里 

土
居
町
」   

入
野
も
の
が
た
り

10分

P 15分

P 12分

P 5分

P ５分

P 18分

10分

10分

ぎょううかん

か
ん
ぼ
く

じ
ふ
う

四国中央市立

土居中学校

予
讃

線

JAうま
土居中央支店

四国中央市立
小富士小学校

土居郵便局

コープえひめ

古
子
川

浦
山
川

伊予銀行
土居支店

★松風橋

コメリ
土居店

井守神社

愛媛銀行
土居支店

ハローズ
 土居店

Riisa cafe

JA東予園芸

宇摩支部

楽しみ市場

四国中央市
土居窓口センター

延命寺

山内家住宅 倉 

小林一茶宿泊
島屋跡

松風病院

山内家住宅 離れ

ユーホール

土居
図書館

ケーオー醱酵㈱

小富士公民館

近藤篤山生誕地

土居神社

菓子工房ワタナベ

暁雨館

P

P

P

P

P

11

サイクルオアシス

俳句ポスト

誰でも俳句を投句できるポスト。入選作

品は「俳諧の里土居俳句大会実行委員

会」発行の句集に掲載される。

愛媛県内300か所以上！

このマークが目印

投句用紙・鉛筆

消しゴム付き！

サイクリストに、スタンド・空気入れ・工具

セット・トイレの提供などを行うお店や施設。

※提供内容はお店や施設によって異なります

★

★
★

★

塞の神

鯛の鏝絵

★

㈱藤田青果

フレッシュバリュー
土居店

里芋の葉っぱ

橋に気づかず、

通り過ぎてしま

う可能性大！

P

JR 伊予土居駅

旧金毘羅街道

すすきヶ原
入野公園

P

★

★

P 駐車場

トイレ

道しるべ

駅から徒歩時間

延
命
寺
の
愛
猫

ホ
ル
ル 

く
ん

P

鳥居の神名額は、

書家 三輪田米山 筆！

誓松

やまじ風を

留める力がある

伝説の祠

駅前で探して

みてください♪


